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１ はじめに 

  芦北水俣郡市中体研は、今年度より古田利也会長を中心に学校数８校、体育担当者９名で研究を進めて

きた。今年度も引き続き新型コロナウイルス感染症の影響を受けてきたが、感染対策を十分に行った上で

研究を進めてきた。今年度は、研究テーマを「主体的・対話的で深い学びを実現する保健体育の創造～活

動あって学びある、未来へとつなぐ芦北水俣スタイル～」とし、研究に取り組んできた。 

２ 活動状況（郡市） 

会議 期日・場所 内容 

第１回研究会 期日：５月１１日（水） 

場所：芦北町立田浦中学校 

・役員選出 

・研究主題の決定 

・年間研究計画の立案 

・授業者決定 

第２回研究会 期日：８月２日（火） 

場所：芦北町立田浦中学校 

・講師招聘 

 講師：熊本県立教育センター 

    指導主事 梅北 勇樹 氏 

・１１月実施予定学習構想案検討会 

 提案者：今村 文治 教諭 

・実技研修：指導力向上研修会の復興 

 指導者：羽田 聡美 教諭 

第３回研究会 期日：１１月２２日（火） 

場所：芦北町立湯浦中学校 

・参観の視点確認 

・研究授業 

【領域：器械運動「マット運動」】 

【授業者】芦北町立湯浦中学校 

     今村 文治 教諭 

・授業研究会 

３ 令和４年度研究テーマ 

  テーマ：「主体的・対話的で深い学びを実現する保健体育科の創造」 

      ～活動あって学びある、未来へとつなぐ芦北水俣スタイル～ 

４ テーマ設定について 

  ○「活動あって学びある」とは 

   近年、タブレット等のＩＣＴ機器を活用した授業が展開される中、保健体育科の授業においても活用

方法について課題となっている。 

   保健体育の授業の本質は、「身体を動かすこと」「活動すること」である。よって、「ICT機器を活用す

ること」が目的とならないように気を付けなければならない。そのためには、ICT機器を活用しなが

ら、１時間あたりの活動時間を十分に確保する授業展開を進める必要がある。 

   また、「何ができるようになるのか」「何を学ぶのか」「どのように学ぶのか」といった「学ぶ意味を問

いながら、能動的に学び続ける力」を身に付ける授業展開を実施するために、単元のオリエンテーショ

ンで「単元のゴールの姿」を示し、１時間ごとの「めあて」についても「単元のゴールの姿」に迫るた

めのものを設定していく。 

 



○「未来へとつなぐ」とは 

 人生 100年時代構想会議中間報告より、「ある海外の研究では、2007年に日本で生まれた子供の半数

が 107歳より長く生きると推計されており、日本は健康寿命が世界一の長寿社会を迎えている。」とあ

る。このような時代において、令和４年度保健体育課取組の方向では「子どもたちに生涯にわたる健康

的なライフスタイルの実現に向けて、学校における食育及び心身の健康の保持増進に関する指導に係る

健康教育の充実を図る」とある。このことからも、保健体育の授業において今学んでいることが、「これ

から学習する単元（領域）にどのようにつながるのか（短期的）」だったり、「今後の人生において、今

学んだことがどのようにつながるのか。生かされるのか（長期的）」だったりと、「今後の自分につなが

っていく」といった実感が持てる授業展開を実施する必要がある。 

５ 研究の視点 

 

 

 

６ 研究の実際 

 (1) 授業研究会 

   【領域】器械運動「マット運動」 

   【学年】第１学年 

   【授業者】芦北町立湯浦中学校 今村 文治 教諭 

 (2) 構想案と成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ まとめ 

   研究テーマを「主体的・対話的で深い学びを実現する保健体育科の創造」と、今年度より変更をし

て１年間取り組んできた。コロナ禍の中、昨年度に引き続き研究授業を実施することができ、実際に

授業を参観し、研究会を行うことの重要性を改めて実感することができた。今回の授業研究会から、

研究テーマ及び研究の視点については、来年度も引き続き取り組んでいき、研究内容をさらに深めて

いきたい。 

【視点１】 

活動時間の十分な確保 

(1時間あたり 30分) 

【視点２】 

意欲的に学習へ取り組

むための場の工夫 

【視点３】(ｲﾝﾌﾟｯﾄ) 

技のポイントを理解す

る場の設定 

【視点４】(ｱｳﾄﾌﾟﾄ) 

わかりやすく教え合うた

めの「学習ことば」の活用 

【視点５】 

効果的な ICTの活用 

【成果】 

○生徒の実態に応じて段階的に活動する場を準備したこ

とで、生徒たちは意欲的に授業へ取り組む姿が見られ

た。【視点２】 

○生徒用タブレットに参考動画を配信したことで、個々で

確認し、繰り返し練習に取り組んでいた。【視点３、５】 

【課題】 

●様々な活動の場を設定してあり、生徒は意欲的に学習へ

取り組んでいたが、安全面が十分に確保できていなかっ

たため、活動の場の設定位置などを検討する必要があ

る。【視点２】 

●授業中に学習ことばを確認する場を設定したが、授業の

中ではあまり使われていなかった。【視点４】 

●生徒用タブレットに参考動画が配信されていたので、実

際の様子も撮影し、参考動画と比較する活動を設定する

ことで、生徒の理解を深めることができた。【視点３、

４、５】 


